
しなＱ今月のクイズはお休みです。

第18回 中学生の主張大会

キュー

12月23日(土・祝)、品川神社境内にて第６回品川蕪品評会が行われました。参加団体は昨

年の２倍以上の45団体でした。今年は蕪の出来(葉と実のバランス)と共に、宣伝(パフォー

マンス)も評価されました。

去る９月、“東海道品川宿なすびの花”代表の大塚好雄先生をお招きし、５年市民科「品

川蕪を育てよう」の授業で、江戸伝統野菜である品川蕪の歴史や食文化について教えていた

だき、江戸時代から伝わる種をひとり５粒ずつまきました。５年生132名が「大きくなあれ」

を合言葉に、交代で水をやり、草を取り、心を込めて育てました。昨年の秋は長雨と台風で

日照時間も短く、どの団体もご苦労があったそうです。

品評会当日は５年生の代表児童が、丹精込めて育てた品川蕪の工夫点や

エピソードについて、大きな声で元気よくアピールしました。そして多く

の学校や団体の力作の中で、大井第一小の品川蕪が金賞をいただき、三連

覇を達成することができました。

５年生は秋に蕪を立派に育てあげ、その自信を胸に、翌年

４月に最高学年の６年生に進級します。品川蕪についてご指

導いただきました大塚好雄先生に、大変感謝しております。

ありがとうございました。 （天野 記）

12月16日(土)、穏やかな冬晴れのもと、ＰＴＡ主催による「伊藤学園もちつき会」が

行われました。伊藤学園もちつき会は、平成23年度から始まり、今年で６回目を迎えま

した。秋廣ＰＴＡ会長によると、１年生から９年生までが参加できるＰＴＡ行事として、

また、地域の方にもっと気軽に学校に来ていただき、地域と学校、保護者との交流を更

に深めたいという思いから開催することになったそうです。

この日は朝からお昼過ぎまで、オープンテラスや校庭を使い、町会や近隣学校ＰＴＡ等に、

ご協力をいただき、132kgのもち米を６臼×７回にわたって、子どもたちの元気なかけ声ととも

につきました。「いそべ」や「きなこ」に味付けされ

たおもちを、温かな豚汁と一緒に、子どもたちはおい

しそうに口いっぱいほおばりながら食べていました。

ご協力いただいた皆様、ありがとうございました。 （阿部 記）

大井第一小学校 品川蕪品評会 金賞受賞 ＜三連覇達成＞
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伊藤学園もちつき会

冨士見台中学校は７年生から今福哲志くんが出場し、奨励賞をいただきました。テーマは「思いやり

の心」。障害のあるお兄さんとの暮らしの中で「なぜ兄が苦しい思いをしなければならないのか」とい

う気持ちから、障害のある方と健常者の方との間にある壁について述べました。今福くんのお兄さんは

自分の言葉で伝えることが困難ですが、「ニコッ」と笑って返してくれるそうです。そういうお兄さん

の姿から元気をもらっているということや、色々なことに気付かせてくれるお兄さんに感謝していると

いう気持ちを伝えました。

障害のある方に対する差別や偏見が中々なくならない世の

中でどうしたらお互いが近づき、お互いのことを思いやるこ

とができるのか。それは、今福くんが伝えたように「互いに

互いの気持ちを知ること」が大切であり、またそれを「自分

が変わってもちっぽけな力だ。意味がない。」と思わずに進

んで相手に近づいてみることが障害のある方と健常者の方と

の間にある壁をなくす近道になるのだと思います。お互いに

思いやりの心を持って接することが、差別や偏見のない生活

に近づくはずだということを考えさせてくれた主張になりま

した。 (冨士見台中学校教諭 濱﨑礼奈 記)

12月９日、第18回中学生の主張大会に９年生の山本花生さんが学校代表として登壇し、「学校の『音』
か い

から気付いた対話の大切さ」という題で発表し、奨励賞をいただきました。内容は、教育・福祉施設を

巡る「音」が「騒音」ととらえられてしまう問題について身近な視点から興味をもち、他校の事例を調

査したことで地域との「対話」の大切さに気が付いたというものです。本校の生徒会役員も出席し、区

内の中学生の様々な主張に一生懸命メモを取りながら聞き入っていました。どの主張も、「生きること

の大切さ」や「相手との関係の築き方」などのテーマで自分の体験をもとに述べていた点に非常に感銘

を受けたそうです。

山本さんの発表の中で、次の言葉がとても印象的でした。

「私たちは学校で、元気に生活したり、一所懸命に活動した

りすることは健全で、当たり前の権利だと思ってきました。

当たり前だと思ってきたからこそ、苦情を言う方々に対して

『どうせわかってくれない。』と決めつけ、向き合おうとも

してこなかった気がします。」折しも本校では12月４日に７

年生が町会との交流会を実施したばかりです。地域と学校が

互いの活動に関心を高める機会は様々にありますが、対話を

通して、より理解を深めていけたらと思わせる主張大会でし

た。 (伊藤学園教諭 古賀文子 記)

前号の正解

平成29年12月２日(土)に品川区では、都内最大震度７の地震を想定した区内一斉防災訓練

を実施しましたが、大井第三地区管内では、大規模災害時に何か所の施設が避難所を開設

するでしょうか？ 答え(４か所)

日 時：平成３０年２月１８日(日)

午前１０時～正午(受付は午前９時50分まで)

場 所：ウェルカムセンター原・交流施設

原りんぴっくのお知らせ 内 容：ミニスポーツで体を動かそう！

注意事項：自転車でのご来場はお控えください

参 加 費：無料

※詳細は、町会掲示板をご覧ください

平成29年12月９日(土)

荏原平塚総合区民会館(スクエア荏原)

冨士見台中学校

伊藤学園


